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自動車単体対策

背景 課題

○ 我が国におけるCO2総排出量の約２割を占める運輸部門のうち、約９割が自動車分野であることから、新車の環境性能の
向上対策が重要な課題。

背景・課題

○ 環境対応車の普及を図るため、世界最高レベルの燃費改善に向けた技術革新を促すとともに、引き続き、環境性能に優れ
た自動車 対する導 補助 税制優遇を実施

施策の概要

た自動車に対する導入補助や税制優遇を実施。

野心的な燃費基準の策定 税制優遇措置・導入補助

● 将来の開発目標を提示。さらに、随時の見直しを実施。 ● 税制優遇措置（エコカー減税等）

ガソリン自動車等に対する燃費性能に応じた減免措置
により、技術革新を誘発。乗用車新車平均燃費と保有燃費の改善推移

● 環境対応車の導入補助

環境性能に優れた自動車を取得する場合などに一定
額を補助額を補助。
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電気バス 超小型モビリティ 圧縮天然ガス（CNG）トラック



トラック輸送の効率化

背景・課題

○ 我が国におけるCO2総排出量の約２割を占める運輸部門のうち、その１／３以上を物流関係が占めていることから、トラック
輸送の効率化等といった物流分野におけるCO2排出削減対策が重要な課題。

○ 荷主、トラック事業者、ガス供給業者等の関係者が連携し、大型CNGトラックを活用した中距離貨物輸送モデル構築に向け
た事業計画の実施に必要な経費（大型CNGトラック導入経費 大型車両用天然ガス供給設備）の 部について補助を実施

施策の概要

た事業計画の実施に必要な経費（大型CNGトラック導入経費、大型車両用天然ガス供給設備）の一部について補助を実施。
【中距離貨物輸送分野の低炭素化に係る課題解決型モデル構築事業 ： 環境省連携】

○ 地域内輸送の大部分を占めるトラック輸送の効率化に資する共同輸配送を実現するために必要な経費（輸送車両・機材・
情報機器購入費等）の一部について補助を実施。 【地域内輸送における共同輸配送促進事業 ： 環境省連携】

【実施前】
同じビル内の各テナント向けの荷物について 物流事業者がそれぞれ輸送

大型CNGトラックを活用した中距離貨物輸送モデルの構築 地域内輸送における共同輸配送の促進

大規模ビル

同じビル内の各テナント向けの荷物について、物流事業者がそれぞれ輸送。

大都市圏 大都市圏

道路

都市間幹線輸送 ⇔ 大型ＣＮＧトラックを導入

【実施後】
各テナント向けの荷物について、集約センターで集約後、積み合わせて輸送。

地下駐車場

大規模ビル大型車両用天然ガス大型車両用天然ガス地 地

高速道路

2集約センター 共同輸配送 地下駐車場

燃料供給設備燃料供給設備

⇔中小型ＣＮＧトラックの普及

域
内
輸
配
送 中小型ＣＮＧトラックの普及⇔

域
内
輸
配
送



公共交通機関の利用促進

背景 課題

○ 自家用自動車への依存度が高い地方都市部を中心に、CO2排出量の少ない公共交通機関へのシフトが必要。

背景・課題

施策の概要

○ 地域協議会における省CO2を目標に掲げた公共交通ネットワークの再構築や利用者利便の向上に係る面的な取組について
の計画の策定、当該計画に基づく取組の実施に必要な経費について支援。 ※平成26年度概算要求事項
【低炭素化に向けた公共交通利用転換事業 ： 環境省連携】

施策の概要

ネットワークの再編・拡充
（⽀線の拡充・再編）

輸送⼒・輸送速度を向上させた幹線と、
地域内をきめ細かくカバ する⽀線とを

基幹ネットワークの充実・利便性向上
幹線の輸送⼒及び輸送速度を向上させ

【低炭素化に向けた公共交通利用転換事業 ： 環境省連携】

地域内をきめ細かくカバーする⽀線とを
組み合わせることにより、利便性と運⾏
効率性を
⾼める。

支線：本数増加、新線整備
幹線：輸送力向上、混雑緩和

幹線の輸送⼒及び輸送速度を向上させ、
渋滞の防⽌、混雑率低下、定時性向上等
を図る。

カーシェアリング

市役所
ＬＲＴの導入

シ アリング

ＢＲＴの導入

ネットワークの再編・拡充 交通事情や天候等により遅滞・運休する場合があります
(火)月 日

お知らせ○○交通バス乗車案内
MaruMaru Kotsu Bus Guide

自転車シェアリング

自家用乗用車

航 空

170

98

2011年度の輸送量当たりの二酸化炭素の
排出量（旅客）【ｇ－CO２／人キロ】

ネットワ クの再編 拡充
（乗り継ぎ円滑化等）

乗継施設や乗継情報提供システ
ムの整備等により、乗り継ぎ抵
抗を軽減し、シームレスな運送
サービスの提供を図る。

バスロケーション
システムの導入

乗り継ぎ情報提供
システムの導入
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発車時刻 系統番号 行き先・経由地 のりば
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○○公園前
■■駅経由

●●緑化センター
◇山踏切経由

××台球場前
大町駅経由

△△高校下
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○○公園前
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交通状況や天候に運休となる場合があります。詳しくは○○交通営業所にお問い合わせください。

発車時刻 系統番号 行き先・経由地 のりば

ハイグレードバス停の整備
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システムの
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省エネに資する船舶の普及促進

背景 課題

○ 海上輸送は、国内物流の約４割、鉄鋼・石油・セメント等の産業基礎物資の約６～８割を占めており、輸送効率が高く、環境
保全の面でも優れているが、内航海運事業者の99.6％が中小零細事業者であるため、新規投資に対して極めて慎重。

背景・課題

○ 電気推進システムを採用した環境負荷低減、省エネ、船内環境の改善を図った「スーパーエコシップ（SES）」の建造推進
○ 内航船舶の代替建造等を支援する税制措置

施策の概要

○ 内航船舶の代替建造等を支援する税制措置

スーパーエコシップ（SES）の建造推進 内航船舶の代替建造等の支援

船舶の特別償却制度による環境負荷低減船舶への誘導

→ 省エネ舶用機器を搭載した内航船の建造を推進
（CO2排出量削減約16%で18/100、約12%で16/100の特別償却）

→ 船舶投資が促進され、我が国造船業及び舶用工業への生産波及

船舶共有建造制度の活用による船舶使用料の軽減措置

省エネプロペラ

→ 船舶投資が促進され、我が国造船業及び舶用工業への生産波及
効果が図られる

サイドスラスター
機関関係

4

機関関係
・排熱回収システム
・排ガスエコノマイザ
・軸発電装置ＣＯ２排出量 約20％以上削減

ＮＯx排出量 約40％以上削減
燃料消費 約20％以上削減

2軸プロペラの採用により、
操船性能が向上

新形式の2軸型SES



鉄道のエネルギー消費効率の向上

背景 課題

○ 国民の日常生活・経済活動にとって重要な鉄道は、電力制限等の非常事態においても、正常運行の確保が不可欠。

○ 一日６千万人が利用する鉄道分野において、省電力化、低炭素化の先進的な取組を進めることで、社会の省エネ・環境意
識の高まりに寄与することが重要

背景・課題

識の高まりに寄与することが重要。

○ 回生ブレ キの活用等による省エネ型鉄道車両の導入 エネルギ 使用の効率化を図るための省エネ設備の導入 鉄道

施策の概要

○ 回生ブレーキの活用等による省エネ型鉄道車両の導入、エネルギー使用の効率化を図るための省エネ設備の導入、鉄道
駅や運転司令所等における再生可能エネルギーの導入等、省電力化、低炭素化について計画的に取り組む鉄道事業者を支
援。 【エコレールラインプロジェクト ： 環境省連携事業】

車両の低炭素化
・回生ブレーキの導入
車内灯のＬＥＤ化

変電所の電力リサイクル機能向上
・蓄電池装置（電力貯蔵装置）
回生電力吸収装置 等

鉄道施設の低炭素化
・太陽光、風力発電設備等の設置
駅舎内照明のＬＥＤ化

鉄道車両関係 鉄道施設（蓄電等） 鉄道施設（駅舎関係）

付近に電車がいない場合

蓄電池装置の設置～～ 取組み事例（イメージ）～～

・車内灯のＬＥＤ化
・ＶＶＶＦ制御装置の搭載 等

・回生電力吸収装置 等 ・駅舎内照明のＬＥＤ化
・省エネ型空調設備の設置 等

架線

付近に電車がいない場合
回生ブレーキで

発電した電力を蓄電A列車が近づいた時に電力を供給

Ｂ列車のブレーキ時に発電した
電力を付近のＡ列車に供給

車内灯のLED化

照明のLED化

太陽光パネルの設置

ブレーキ
使用時 充

蓄電池車両の導入

Ａ列車 Ｂ列車 鉄道駅回生ブレーキの導入

電力を付近のＡ列車に供給
（回生ブレーキの導入）

使用時

加速時

蓄電池動力装置

充
電

蓄電池車両 5



航空のエネルギー消費効率の向上

○ 航空分野からのCO2排出量は、現時点で我が国全体の１％未満であるが、今後の市場成長に伴うCO2排出量の増加が予
想されていることから、航空機の運航や空港の運営に伴い消費されるエネルギーの削減を図っていくことが重要な課題。

背景・課題

○ 航空交通システムの高度化による運航方式の効率化、空港における省エネ・省CO2削減対策等に必要な経費の一部につい
て補助を実施 【航空分野の低炭素化促進事業 ： 環境省連携】

施策の概要

て補助を実施。 【航空分野の低炭素化促進事業 ： 環境省連携】

航空機による運航効率の改善 エコエアポートにおける空港関連施設の低炭素化

新しい運航方式

CO2削減

地上電波標識位置に制約を受けない運航方式

→ ル ト短縮等が可能

空港駐機中の航空機が必要とする動力源を、航空機自らの補助動力

装置（APU）から地上動力設備（GPU）に切り替えることにより 航空

地上動力装置（GPU）の利用促進

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。（ルート短縮の例）

CO2削減→ ルート短縮等が可能

新しい運航方式に対応した自機測位・運航機器の装備を航空機
に搭載している必要があるが、最新型の航空機以外は要改修 地上走行の

効率化

装置（APU）から地上動力設備（GPU）に切り替えることにより、航空

機からのCO2排出を抑制。
空港特殊車
両のエコ化

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピュ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピュ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピュ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメ ジを表示できません メモリ不足のためにイメ ジを開くことができないか イメ ジが破損している可能性があります コンピ タを再起動して再度ファイルを開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入してください

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

従来の飛行ルート

新しい運航方
式による飛行

（ 短縮 例）

GPU（地上動力装置）の利用促進

効率的な
施設配置

式による飛行
ルート

GPU（地上動力装置）の利用促進

航空機の
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住宅・建築物の省エネ性能の向上

○ 近年におけるCO2排出量の増加傾向が著しい業務部門・家庭部門において、住宅・建築物の省エネ対策が重要な課題。

背景・課題

施策の概要

○ 住宅・建築物の省エネ化について、「規制」、「評価・表示」、「インセンティヴの付与」等により推進。

施策の概要

ギ づ省エネルギー基準の見直し

非住宅：H25.4.1施行 （経過措置1年）
住 宅 ：H25.10.1施行予定 （経過措置1年半）

評価対象

H２５省エネ基準

行 省 ネ基準

①省エネ法に基づく規制

○H25省エネ基準の普及に向けた取組（中小工務店・大工向け講習等）
○省エネ基準への適合義務化に向けた検討、体制整備

・伝統的木造住宅等の評価方法の検討
・建材・機器の性能・品質の確保・向上

評価対象

外壁、窓等の

暖冷房 換気

照明 給湯

太陽光
発電等

暖冷房 換気

見
直
し

現行の省エネ基準

②省エネ性能の評価・表示

建材 機器の性能 品質の確保 向上
・評価・審査体制の整備

○住宅性能表示基準の見直し等外壁、窓等の
断熱性能を

評価 外壁、窓等の断熱性能に加え、
設備の性能や創エネルギーなど
の先進的な取組を総合的に評価

照明 給湯

外皮性能に関する基準

外皮性能に関する基準
＋ ③インセンティブの付与

○住宅性能表示基準の見直し等

・省エネ基準改正を踏まえ、一次エネルギー消費量等を基準に導入
・既存ストックも含めた省エネ性能を評価・表示する制度を検討

低炭素建築物の認定基準の策定

認定を取得した新築住宅には所得税等の軽減措置の対象に

（H24年12月より施行）

＋
一次エネルギー消費量に関する基準

③インセンティブの付与

○低炭素住宅やゼロエネルギー住宅など、省エネ性能に優れた住宅・建築物
への支援

○既存ストックの省エネ改修の促進（既存住宅の長期優良住宅化を含む）

7

低炭素社会の実現 （「日本再興戦略」 平成25年6月14日閣議決定）

低炭素社会の実現に向け、規制の必要性や程度、バランス等を十分に勘案しながら、2020年までに新築住宅・建築物について段階的に省エネ基準への適合を義
務化する。これに向けて、中小工務店・大工の施工技術向上や伝統的木造住宅の位置付け等に十分配慮しつつ、円滑な実施のための環境整備に取り組む。


